
０ディストーション　マクロレンズ

ディストーションレス高解像度マクロレンズ

Macro

SERIES
3.45 μmVS-LLD



フローティング機構を搭載し、
徹底的にディストーションを抑えた
マシンビジョンマクロレンズ
特徴
ー　 4/3”, 1.1”, 1”素子対応
ー　 ディストーションレスに徹底的にこだわった設計により、
       周辺までの高解像度を実現
ー　 全機種フローテイング機構を採用し全域での性能維持
ー　 FA用にマクロ設計を施し近接域での使用環境にも最適
ー　 焦点距離10mm～50mmの全9種類のラインナップにより
       さまざまな画角に対応、細かい選定が可能に

型式 焦点距離 倍率 F/#

VS-LLD10 10 (∞) 0.05x - 0.15x 2.8

VS-LLD12.5 12.5 (∞) 0.05x - 0.2x 2.0 - 2.5

VS-LLD15 15 (∞) 0.05x - 0.2x 2.0

VS-LLD18 18 (∞) 0.05x - 0.25x 2.0

VS-LLD20 20 (∞) 0.05x - 0.25x 2.0

VS-LLD25 25 (∞) 0.05x - 0.25x 2.0

VS-LLD30 30 (∞) 0.05x - 0.3x 2.0

VS-LLD35 35 (∞) 0.05x - 0.3x 2.0

VS-LLD50 50 (∞) 0.05x - 0.3x 2.0

フローディング機構とは
撮影距離の変化に従ってレンズ内部のレンズ群の間隔を変化させるシステムです。こ
れにより、各収差補正や繰り出し量を最小限に抑えることが可能です。補正の為にレ
ンズ群の間隔を浮き木のように撮影距離に応じて移動させている為、フローティン
グ（Floating）と呼ばれ、あらゆる倍率で性能を最大限に発揮することができます。

通常のレンズフローティング機構例

従来マクロレンズ 0.15xLLD Series 0.15x
DST Chart
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DST Chart
（従来マクロ）

さらにフローティング機構に加えディストーションレスを徹底に拘った設計
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